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Prognostic value of serial measurements of
highly sensitive cardiac troponin I in stable
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であった95人について、開始時と6カ月後にhs-cTnl (Centaur Tnl-Ultra/Siemens Medical












pg/mL, p-0. 0008) 、hs-cTnl高値(>0. 03 ng/mL, p-0. 0011)とhs-cTnl増加( Ahs-cTnl之O ng/mL,
p=0. 022)が死亡に関する独立した予後予測因子であった　hs-cTnl高値(>0. 03 ng/mL)かつ
hs-cTnl増加(Ahs-cTnl主O ng/mL)した患者では、 hs-cTnl高値(>0. 03 ng/mL)かつhs-cTnl
減少(Ahs-cTnlくO ng/mL)した患者に比べて死亡に関するハザード比は3. 59(95%信頼区間
























(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1.1ポイント、 600字以内で作成のこと。 )
心臓トロポニンは、心筋細胞に特異的に存在している。これまで、心筋細胞から血
中に放田されたトロポニンは心不全患者における予後予測園子として有用であること
が報告されている。本論文は、外来慢性心不全患者を対象にして、血清トロポニン値
を繰り返し測定することの有用性を、最近開発された高感度アッセイ法を用いて検証
したものであるo　その結果、以下の点を明らかにした0
1)慢性心不全患者において、血清トロポニン値が高値であることと、血清トロポ
ニン値の増加率の大きいことが予後予測園子である。
2)開始時に血清トロポニン値高値の患者では、血清トロポニン値の増加率が大き
いと死亡に関するリスクが高くなる。
3)高齢でNT「proBNP高値で心不全症状がより重症である患者では、血清トロポニ
ン値を繰り返し測定することは有用である。
これら結果から、慢性心不全患者で臨床的に安定しているように見えても、 ,開始時に
高値であり経時的に血清トロポニン値が増加する患者では、持続的な潜在的心筋障害
が起こっている可能性があると考察している0
本論文は、非虚血性慢性心不全患者における血清トロポニン値を繰り返し測定する
ことの臨床的意義を初めて明らかにしたものであり、最終試験として論文内容に関連
した試問を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に値するものと認められたO
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